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３
月
30

日(

水)

４
月
か
ら
新
年

度

に
切
り

替
わ
る
に
当
た

っ
て
の
町
内

会
長
協

議
会
総
会
と
引

継
ぎ
会
が
開

催
さ
れ
た
。

議
事

で
は
、
令
和
３

年
度
の
岩
沢

地
区
町

内
会
長
協
議
会

と
防
犯
連
絡

協
議
会

の
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、

監
査
報

告
が
行
わ
れ
全

会
一
致
で
承

認
さ
れ

た
。
続
く
新
年

度
の
役
員
体

制
に
関

し
て
は
、
立
候

補
は
無
か
っ

た
も
の

の
、
事
務
局
提

案
が
受
け
入

れ
ら
れ

、
下
記
の
よ
う

な
役
員
体
制

で
令
和

４
年
度
が
進
め

ら
れ
る
こ
と

と
な
っ

た
。
な
お
、
そ

の
他
事
項
と

し
て
、

今
年
度
か
ら
協

議
会
と
し
て

２
ヶ
月

に
１
回
の
ペ
ー

ス
で
定
期
的

に
会
議

を
持
ち
情
報
共

有
を
行
う
こ

と
が
佐

藤
協
議
会
長
か

ら
提
案
さ
れ

承
認
さ

れ
た
。
ま
た
駒

井
和
彦
市
議

か
ら
も

国
道
の
歩
道
工

事
の
延
長
や

市
道
岩

沢
環
状
線
の
整

備
が
令
和
４

年
度
の

予
算
に
上
げ
ら

れ
て
い
る
と

の

報

告

が

あ

っ

た
。

買い物支援バス
６月から再開予定です

詳しくは来月号で
岩 沢

岩
沢
地
区
町
内
会
長
協
議
会
総
会
開
催
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岩沢地域振興協議会・岩沢分館

編集 石曽根 徹(地域づくり支援員)

新年度をきっかけに岩沢住民センターの管理に関
して下記のように変更いたします。ご理解とご協
力お願いします。

①経費節約と利便性の向上のため、駒井要石さん宅で管

理していただいていた住民センター玄関の鍵をキーボッ

クスにて対応します。使用の団体には申込時にキーボッ

クスの解錠ナンバーをお知らせしますので、中の鍵を取

り出して玄関のドアを開けてください。詳しい取扱方法

は玄関ドアに表示してあります。

②今まで子どもたちの遊び場として２階の集会室を自由

に使ってもらっていましたが、安全管理上子どもたち

(中学生以下)だけの使用は禁止させていただきます。な

お、保護者が１人でも付いてい

ただき安全管理していただけ

れば、会場予約の無い時はご

自由にお使いいただけます。

③消防署から非常口の誘導灯

を常時点灯するようにと指導

がありましたので、夜間もセ

ンター内の非常灯を点灯する

ことになりました。消し忘れ

ではありませんのでご承知お

きください。

岩沢住民センターからのお知らせ

令和４年度

岩沢地区町内会長協議会役員

会長 佐藤 和俊 副会長 関口 晃

会計 五十君 政晴 会計監査 渡辺 俊夫

振興会理事 山田 恒雄 高橋 誠

佐藤 和俊

コミバス運営委員会監事

佐藤協議会長兼務 敬称略

人 物 紹 介 ( 1 3 )

4月から岩沢駐在所に着任致し
ました。前任地は長岡警察署の
本署で警ら係として4年間勤務し
ておりました。

出身は桐箪笥や洋梨が特産の
加茂市です。この度初めての駐
在所勤務で至らない点もあるか
と思いますが、地域の皆様のお
力になれるよう頑張りますので
宜しくお願い致します。

町 名 氏 名

桂 佐藤 和俊

山 谷 高橋 誠

市ノ口 五十君 政晴

岩 山 関口 晃

外之沢 山田 恒雄

大 崩 渡辺 俊夫

令和４年度 岩沢地区町内会長名簿

(敬称略)

新
潟
県
小
千
谷
警
察
署

地
域
課

岩
沢
駐
在
所

新
潟
県
巡
査
長

中
村

孝
之

デイホームに参加しませんか
現在デーホームいわさわでは皆さんの参
加をお待ちしています。65歳以上の介護
の必要でない方なら誰でもご参加いただ
けます。月に1回男性の日もあります。
お申込は住民センター(86-2002)まで。

・開催日 毎週月・水・木曜日
・時 間 午前10時～午後3時
・参加費 1回 400円(昼食代含む)
・その他 コミュニティバスにて

自宅前まで送迎有
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３
月
26

日(

土)

春
の
日
差
し

が
時
々
顔
を
出
す
中
、
第
45

回
岩

沢
保
育

園
卒

園
式

が
開

催
さ

れ

た
。今

年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、
来
賓
は

無
く
参
加
者
は
卒
園
児
と
そ
の
家

族
の
み
と
な
っ
た
が
、
10

人
の
園

児
達
は
元
気
良
く
保
育
証
書
を
受

け
取
り
、
お
母
さ
ん
に
感
謝
の
言

葉
を
大
き
な
声
で
掛
け
て
い
た
。

令

和

４

年

度

が

ス

タ

ー
ト
し
私
は
引
き

続
き
岩
沢
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
前
回
の
岩

沢
通
信
で
お
知
ら

せ
し
た
よ
う
に
住

民
セ
ン
タ
ー
の
事

務
員
が
新
し
く
阿

部
伸
一
さ
ん
と
な

り
４
月
１
日
に
は

小
泉
竹
夫
振
興
会

長
か
ら
辞
令
交
付

が
あ
り
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
と
二
人

三
脚
で
様
々
な
事

業
や
地
域
づ
く
り

支
援
を
行
っ
て
い

き

ま

す

の
で

宜

し

く

お

願

い

し
ま

す
。さ

て
、
令
和
元

年
に
駅
前
の
ア
チ

庫
ホ
ー
ル
で
モ
ヨ

講
演
を
行
っ
た
モ

ヨ
・
チ
ル
ド
レ
ン

セ
ン
タ
ー
の
松
下

照
美
さ
ん
の
訃
報

が
大
崩
の
阿
部
恭

司
さ
ん
の
会
報
で

も
た
ら
さ
れ
ま
し

た
。
松

下
さ
ん
は
ア
フ
リ
カ
で
子

ど

も
達
の

支
援
の
た
め
に
尽
力
し
て

こ

ら
れ
た

お
方
で
す
。
こ
の
岩
沢
に

来

て
ご
講

演
を
頂
い
た
事
に
感
謝
申

し

上
げ
る

と
共
に
ご
冥
福
を
お
祈
り

い

た
し
ま
す
。
・
・
・
・
・
・(

Ｉ)

編
集
後
記

３
月
25

日(

金)

令

和
３
年
度

の
岩

沢
福
祉
会
監
査
が
諏
訪
部
栄
一
会
長

の
立
会
い
の
下
、
高
橋
清
和
・
大
渕

好
一

両
民
生

委
員

に
よ
り

行
わ

れ

た
。
収
入
は
社
会
福
祉
協
議
会
補
助

金
や

各
種
寄

付
金
等

を
入
れ

て
３
４

２
，

１
５
０

円
、
支

出
は

買
い
物

バ
ス
の

燃
料

費
や
民

生
委
員

が
高

齢
者
見

回
り
で

配
っ

た
タ
オ

ル
等
で

１
８

３
，
２

１
８
円

と
な

り
令
和

４
年
度

に
１

５
８
，

９
３
２

円
の

繰
越
と
な
っ
た
。

監

査

に

合

わ

せ

て
、
長

谷
川
正

夫
福

祉
推
進

委
員
も

加
わ

り
役
員

会
を
開

催
。

令
和
４

年
度
の

事
業

計
画
も
検
討
さ
れ
、
買
い
物
バ
ス
の

試
験
運
行
の
継
続
や
南
中
学
校
へ
の

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
提
供
、
民
生
委
員

に
よ
る
地
域
の
声
か
け
な
ど
の
事
業

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

岩

沢

福

祉

会

監

査

＆

役

員

会


